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1 はじめに
近年，データセンターなどでは，クラウドサービス

をはじめとして，スマートフォンへのサービス，IoT
を使った複雑なデータの流れの制御が必要とされてい
る．そしてそれらに対応できるように SDN(Software
Defined Network) citer2が普及してきており，その
中でもOpenFlowが普及している．ネットワークは
速度ばかりではなく，高い信頼性を持つ必要もある
が，速度向上と信頼性（アベイラビリティ）はトレー
ドオフの関係にある．
本報告では，OpenFlowのネットワークにおいて

最も信頼性の高い（最も経路数が多く冗長性の高い）
経路選択を可能とするため，ファジィペトリネットに
基づく経路発見シミュレーションに関して考察する．

2 ファジィペトリネットによるネッ
トワークのモデリング

ファジィペトリネット citer3は，ペトリネットの
アークが分岐する部分のトランジションでファジィ発
火を可能としたモデルである．著者らは OpenFlow
ネットワークをファジィペトリネットでモデル化を
行った．
通常，ネットワーク上のトラヒックを対象にネッ

トワークを解析する場合，確率・統計の方法論が使
われるのが一般的である．そのためペトリネットで
モデル化するとしたら確率ペトリネットを使用する
ことが一般的である．しかしながら本研究は，トラ
ヒックではなくパケットの通過可能な最大数の冗長
経路を見出し，ネットワークの速度よりも高信頼化
が目的である．ファジィペトリネットによるモデリ
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図 1: ネットワークの例
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図 2: 対応するペトリネット
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図 3: 確率発火とファジィ発火

ングは，これを可能にする．図 3においてパケット
を表すトークンは，確率ペトリネットでは，上の経
路に 0.7の確率で，下の経路には 0.3の確率でパケッ
トは移動する．両方に経路にパケットは移動しない．
しかしながらファジィペトリネットでは，0.7個のパ
ケットが上の経路に，0.3個のパケットが下の経路に
分散してゆく．詳細は割愛するが，このようなトラ
ンジションのファジィ発火により可能性最大となる
数の経路をトークンが移動し，最大冗長経路を発見
可能となる．

3 むすび
本報告では，ファジィペトリネットを用いてOpen-

Flowネットワークを冗長化して信頼性最大になる経
路発見をする手法について提案を行った．

参考文献
[1] 小特集　 SDN が創る未来のネットワーク，電
子情報通信学会誌，pp.901-930，Vol.96，No.12，
2013．

[2] 前田，ペトリネットの概念に基づくファジィアル
ゴリズムのあいまい状態遷移評価，日本ファジィ
学会誌 Vol.6, No.4, pp.690-700，1994．

情報・システムソサイエティ特別企画　学生ポスターセッション予稿集

Copyright © 2016 IEICE2016/3/15 〜 16　福岡市
-257-

ISS-SP-258


